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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、学校と地域の連携推進のための方法を提案することを目的としている。そのために連帯推進に求められ
る「主体形成」に着目し、連携に参加することで促される主体の形成要因を見出そうと試みた。大阪府の一中学校区
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における連携活動を対象とし、５年間におよぶフィールドワークを継続的に実施するとともに、教員や住民に対する
インタビュー調査、中学生への質問紙調査を行った。そして、インタビュー調査や綿密なフィールドノーツをもとに、
住民、教師、子どもの個々人の意識変容に焦点を当てることにより、地域社会づくりに向けた主体形成の促進にとっ
て、「自由な意思疎通の場」と異質な視点を積極的に捉えようとする雰囲気の醸成、そうした中で発生する「コンフ
リクト」が重要な要因となることについて論及した。 
 本論文の特長は、「コンフリクト」を主体形成促進のための、そして連携推進のための重要な要因として提示して
いるところにある。「コンフリクト」は、しばしば集団の中で避けられるべきあるいは克服されるべき障害とみなさ
れることが多いが、本論文では逆にコンフリクトを学校や地域社会の閉鎖性を克服する可能性をもつものとして積極
的に位置付けることの重要性が示された。これまでのわが国の連携研究のなかで、精緻な事例調査をもとに「コンフ
リクト」の有用性について論及したものはほとんどなく、本論文の内容は連携推進のための重要な知見を提示してい
る点で、オリジナリティーの高いものとなっている。 
